
っていきたい」と展望した。
　パネルディスカッションを総括する
形で坪井氏は、「Jリーグのヴィッセル神
戸で活躍するアンドレス イニエスタ選
手にOKIのブランドアンバサダーに就
任していただくなど、今までのOKIのイ
メージとは違った取り組みを進めてい
ます。AIエッジコンピューティングにつ
いても、ワクワク感を伝えられたのでは
ないでしょうか。パートナーの皆様と共
に、面白く、かつ、社会に役立つビジネ
スを展開していきたいです」と述べた。
　創業から138年を数えるOKIは、多
くの社会インフラや業務用端末を手掛
けてきた実績と技術力を生かし、企業
の競争力向上や豊かな生活の実現に向
けて、また、労働力不足やインフラ老朽
化など社会が抱える課題の解決に向け
て、AIを活用した技術、商品、サービス
の提供を進めていく考えだ。今後の、同
社のAIエッジコンピューティングの取
り組みが期待される。

　桔梗原氏は、パートナーに関するOKI
の取り組みを尋ね、インテル、日本マイ
クロソフトの両社にはOKIと戦略パー
トナーを結んだ狙いを聞いた。
　OKIの坪井氏は「当社はこれまでもさ
まざまなソリューションでパートナー
を募り、共創を通じて顧客に価値を提
供してきました。AIエッジに関しても、
PoC（概念実証）や社会実装を進めてい
くにはパートナーの存在が不可欠と考
えており、いろいろなベンダーと共創し
ていきたいです」と述べた。
　戦略パートナーの一社であるインテ
ルの土岐氏は「老舗であるOKIの取り組
みに、当社と日本マイクロソフトが賛同
してできたエコシステムは、日本の市場
に大きな安定感と信頼感を与えると思
います。今後もパートナー企業が増え
ていくことで、課題の共有や市場のカ
バレッジ拡大が期待できます」と語った。
　同じく戦略パートナーの日本マイク
ロソフト 榊原氏は、「ソリューションを
一社だけで提供する時代は終わりです。
変化に即応しながら満足度の高いソリ
ューションを顧客に提供するには、OKI
とのパートナーシップはとても意義が
あります」と考えを示した。

　インテルの土岐英秋氏は、「現在生み
出されている大量のデータのうち、活
用されているのは2％程度にしかすぎ
ないという話もあります。エッジ側で
多くのデータを処理できれば、データ
活用が一気に進んで、引いては豊かな
社会へとつながっていくのではないで
しょうか」との見方を示した。

　OKIはAIエッジコンピューティング
を推進するに当たって、AIベンダーや
インテグレーターなどのパートナーを
募り、課題解決に向けた共創を進めて
いく考えを明らかにしている。
　新たに発売されたAIエッジコン
ピューター「AE2100」向けに、「Azure 
IoT Edge」を提供する日本マイクロソ
フト、および、AIアクセラレータ・チッ
プ「インテル®Movidius™ Myriad™ X 
VPU（Vision Processing Unit）」と
ディープラーニング・ツールキット
「OpenVINO™ ツールキット」を提供す
るインテルを含め、既に30社（2019
年10月3日時点）がパートナーとして
名を連ねている。

　パネルディスカッションは「AIエッジ
コンピューティングの将来像」をテーマ
に行われた。モデレーターを務めた日
経BP総研フェローの桔梗原富夫氏は
まず初めに、AIエッジコンピューティ
ングの意義や狙いについて尋ねた。
　OKIでAIエッジコンピューティング
の事業責任者を務める坪井正志氏は、
「IoTによって大量のデータが集められ
つつある今、すべてのデータをクラウド
に上げて処理させたのでは応答の遅れ
やネットワークコストの問題が生じま
す」と指摘。さらに、「当社はエッジ領
域にAIを実装し、クラウドと連携させ
ながら、エッジ側でデータを高速に分
析し最適に応答する『リアルタイム-イ
ンテリジェンス』を実現し、顧客や社会
の課題に応えていきます」と述べ、今回
発表したAIエッジコンピューティング
戦略の狙いを説明した。
　日本マイクロソフトの榊原彰氏は、「ク
ラウド側とエッジ側のそれぞれの特徴を
生かして、適材適所で構成することが重
要」とした上で、「当社では、『Azure IoT 
Edge』や『Azure Cognitive Services』
のサポートなど、エッジ側のサービス強
化に努めていきます」と述べた。

　パネリストからはAIエッジの課題も
挙げられた。AIの研究開発に従事する
OKIの前野蔵人氏は、「AIエッジの応用
を広げるには、精度は維持しつつも推
論処理の演算量を減らし、消費電力（発
熱）を抑える工夫が重要になります」と
指摘。発熱が減ればAIエッジ端末の小
型化が図れるほか、環境条件の厳しい
屋外への設置も容易になる。
　また、「大量の学習データへの依存性、
学習や推論の演算コスト、AI特有のブ
ラックボックス化、という3つの課題を
緩和していく工夫も必要」と述べた。
OKIではこうした課題に対する研究成
果を順次公開し、AIエッジの社会実装
をバックアップしていく考えだ。
　インテルの土岐氏は、「AIの処理では、
マイクロプロセッサー、FPGA（Field 
Programmable Gate Array）、アクセ
ラレーターなどが混在する、いわゆる
ヘテロジニアスなシステムを構成する
必要があり、ソフトウェア開発の難易度
が高まります」と指摘。同社ではワーク
ロードを最適化する「OpenVINO™ ツ
ールキット」などの提供を通じて、開発

の課題に応えていく。
　日本マイクロソフトの榊原氏は、「AI
に何をさせたいか、そのためにはどう
いったデータを集めなければならない
か、きちんと戦略を立てて取り組むべ
きです」と指摘。また、プライバシーを
含めたデータの扱いにも注意が必要と
述べた。

　最後に桔梗原氏は、AIエッジの将来
像や展望をパネリストに問いかけた。
インテルの土岐氏は「AIエッジを生か
すにはビジネスのアイデアが重要で、
OKIおよびパートナー企業と共に可能
性を探っていきたい」と述べた。日本マ
イクロソフトの榊原氏は「『AE2100』
用のソリューションを誰もが提供し活
用できるマーケットプレイスを構築す
るなどして応用を広げ、デジタルトラン
スフォーメーションを進める一助にな
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